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　佐賀平野は筑紫平野の筑後川以西を指すことが
多い．主要な河川としては，筑後川，嘉瀬川，六
角川という国が直轄で一部を管理している一級河
川が３つあり，それらの支川が山地部から主に
海岸に向かって流れている．３つの主要河川の
内，筑後川は佐賀県以外に大分県，熊本県，福岡
県の３県も流れる九州第一の川であり，筑紫二郎
の異名を持つ．嘉瀬川と六角川は佐賀県内だけを
流れる一級河川である．嘉瀬川上流域の背振山地
の地質は主に風化花崗岩から構成され保水力が高
く，水資源としての価値が高い川である．また降
水量が多いこともあって土砂生産が活発である．
一方，六角川は本川の延長の内，約29km が感潮
部で，我が国最大の干満差を有する有明海の潮の
満ち引きの影響を大きく受ける河川である．六角
川流域では高い山が少なく，河川の固有流量は支
川の牛津川の方が大きいほどである．なお，牛津
川は元々別の河川として有明海に注いでいた．江
戸時代初期の慶長年間に佐賀藩から江戸幕府に報
告された慶長肥前国絵図の模写図（図－１にその
一部を示す）によれば，江戸時代初期には両河川
が別個に有明海に注いでいたことが示されている．
しかし，上流からの土砂供給による自然干陸化と
鎌倉時代から始められたとされるこの地域の干拓
事業により，現在では牛津川は六角川の下流に合
流する支川となっている．
　このように特性の異なる３つの主要河川とそれ
らの支川以外にこの地域では古くから堀（もしく
はクリーク）と呼ばれる水のネットワークが作ら
れていた．近年はクリークという名前が普通に使
われるようになったので，以後，クリークと呼ぶ
ことにする．クリークは昔この地域が有明海で
あった頃に形成された澪筋の地形を利用し，灌漑
用水として，あるいは降雨時の一次貯留として低
平地であるこの地域の治水・利水に貢献してきた．
このクリークが縦横に繋がったクリーク網は，お
おむね標高５m より低い地域に広く分布してい
る．標高５m という高さはこの地域では重要な
意味を持つ．すなわち，現在の有明海の満ち引き
の影響を受ける最も上流の限界点である．佐賀平
野の治水研究者である岸原信義氏によれば，この
標高５m 地点でそれより上流から流れてくる河
川群が集まり１点に収束している（図－２）．こ
れは偶然でも何でもなく，人為的に河川が集めら
れてきた結果を示していると言わざるを得ない．
元々，この地域は有明海の干満の影響を大きく受
ける場所であったため，標高５m より低いいわ
ゆるデルタ地帯の開発を推し進めていくためには，
それより上流の洪水を分散して処理をする必要が
あったと岸原氏は述べている2），9）．
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図－１　慶長肥前国絵図（写本，天保８年）の一部１）に加筆した図
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　一方，佐賀平野の治水の歴史を語る上で避けて
は通れない人物が成富兵庫茂安である．彼は鍋島
藩の家老まで上りつめた人物であるが，戦国時代
には戦で多くの手柄を立て，秀吉の朝鮮出兵にも
従軍している．肥後の加藤清正とも親交が厚く，
城普請・川普請などで技術交流も行っているよう
である．成富兵庫の事績を報告書の形で著した最
も古い文献が佐賀藩士南部長恒による「疏導要書」
（そどうようしょ）である．「疏導要書」には佐賀
藩内の河川やため池などの実態がどうであったの
かが詳しく書かれている．その中で藩東部の境を
流れていた筑後川については千栗堤防（ちりくて
いぼう）など治水に関する記述が多いのに対して，
嘉瀬川では石井樋（いしいび）を中心として利水
に関する記述のみが見られる（図－３）．筑後川
下流は堀込河道であり，治水上は有利な河川であ
るが，利水的には不利な河川であった．現在のよ
うにポンプなど水をくみ上げる機械はなく，水を
利用する場合はアオ取水と呼ばれる潮の干満を利
用した利水のみが行われていた．ちなみに筑後川
中流域では江戸時代にその地域の庄屋らによって
造られた４大井関が有名であり，堀川用水などの
用水路により筑後川の水が利用できるようになっ
た歴史がある．それに対し，嘉瀬川は天井河川（川
の底が周囲の土地より高い所にある川）であるた
め，利水上有利な河川であり，流況が豊かな川で
あることもあって，「誠に御國第一の寶川」と評
価されるに至った．したがって，嘉瀬川も利水に
だけ記述がなされるようになったと思われる．伝
統的河川技術としては戦国時代に始まる甲州流や
江戸時代初期の関東流と対峙する形で江戸時代中
期から紀州流と呼ばれる治水工法が普及した．こ
の工法はいわゆる連続堤方式で洪水は速やかに海
まで流して途中の遊水は極力避け，河川の蛇行や
遊水地などもなくして沿川の土地利用を高度化す
るために役立った．明治以降の時代にあっても同
様の思想が色濃くあって，さらに河道は拡幅・直
線化され堤防は嵩上げされていった．このように
江戸後期には紀州流の河川工法が主流であったた
め，「疏導要書」でも特に嘉瀬川において治水に
特段の記述がなかったとも考えられる．嘉瀬川の
利水については特に石井樋の記述が多く，土砂生
産が活発な嘉瀬川から如何にきれいな水を取水す
るかに焦点を絞って技術が用いられていたことが
書かれている．すなわち，象の鼻，天狗の鼻，亀
石，出鼻，野越などの斬新な技術によって土砂を
取り除いてきれいな水を多布施川から城内に引き
入れたようである（図－３）．
　一方，嘉瀬川の治水に関しての古い記述として
は，地質学者であった小出博氏が1955年にその著
書４）の中で次のように述べている．「この間（平
野部）の嘉瀬川を見ると，実に興味深い．先ず河
川敷とか，高水敷，つまり堤防と堤防の間の川幅
は，全体として下流ほど狭く上流ほど広い．特に
祇園川が西から注ぎ込むところで嘉瀬川は急にし
ぼられ，それから下流は100m 位の殆ど一定した
川幅で流れている．そしてこの合流点から上流で
は狭いところで100m，広いところでは450m の幅
で膨らんだり縮んだり，まるで我々のもつ河川の
常識を笑ってでもいるかのような格好である．（中
略）川幅が広くなったり狭くなったりする部分は，
遊水地だと云われている．（中略）それにしても
平野の出口で，しかも佐賀市を一呑みにしかねな
い真北に遊水地を造るという考え方は，どういう
ところから来たのであろうか．」このように，小
出氏は嘉瀬川における成富兵庫の治水について疑
問点を挙げ，これまでの千栗堤防や石井樋などに
代表されるような成富兵庫の水利事業以外にもま
図－2　佐賀平野の河川群の分布
（○印は標高５m の地点）2）
図－３　「疏導要書」に描かれた嘉瀬川の石井樋３）
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だよく知られていないものが沢山存在し，これま
での兵庫像とは異なる見方で佐賀平野における兵
庫の治水を見る必要があることを説いているので
はないかと思われる（図－４）．
　ところで，昭和11年発行の土木学会の「明治以
前日本土木史」５）には土木の各分野における功労
者が載せられており，河川・運河・砂防の分野に
おける功労者の中には成富兵庫の名前も現れてお
り，それぞれの分野で彼の功労に対して明治 44
年に従四位の叙勲が授けられたことが示されてい
る．他の著名な功労者としては，野中兼山，河村
瑞賢，熊沢蕃山，伊奈忠次，伊奈忠治，伊奈忠克，
角倉了以などがいるが，兵庫より高い叙勲を受け
ているのは野中兼山と熊沢蕃山だけである．伊奈
家は代々関東郡代を勤めた家柄であるから，如何
に兵庫が高い評価を受けていたかが推測される．
「明治以前日本土木史」の功労者小伝には兵庫に
ついて次のような記述がある．「肥前國佐賀藩主
鍋島信濃勝茂の家老なり．筑後川の水を治め，千
栗堤防の築造及び水除の荒籠を考案す．又杵島郡
の荒野に長島川を引きて千石餘の新田を起し，小
城郡蘆ケ里の水道を掘り，河上川洪水の患を除き
たり．」この文章中の河上川とは嘉瀬川のことで
ある．今まで嘉瀬川の治水については「疏導要書」
にも記述がなかったのが，ここで現れてくるので
ある．
　治水の神様として崇められてきた成富兵庫であ
るが，2006年，武田信玄，加藤清正，そして成富
兵庫の治水を比較した本が出版された６）．その中
で，竹林征三氏は次のように述べている．「江戸
時代初期，日本全体の治水思想は武田信玄の治水
思想を継ぐ伊奈流の治水が関東平野において採用
され，関東流の治水として徳川幕府の治水の本流
を占めることとなった．（中略）しかし，徳川八
代将軍吉宗の世となり，これまでの関東流の治水
から，より機能一辺倒の連続堤による紀州流の治
水が，その主役の座を引き継いだ．（中略）清正
の治水，兵庫の治水は大自然の営力を適確にとら
える天才ともいえる知恵が大前提の技術である．
一方，関東流の知恵は天才の知恵ではなく秀才の
知恵であり，紀州流は単純明快であり凡才の知恵
によるものであり，（中略）その後，紀州流の治
水の延長線上の治水哲学でこれまでやってきた．」
清正や兵庫のすぐれた治水技術を学び，今後の流
域管理に生かしていくことが重要だと述べる竹林
氏の意見には賛成である．加藤清正といつも行動
を共にしてきたとされる成富兵庫が，治水技術を
その当時もっとも進んだものにしていったことは
想像に難くない．
　平成12年12月に河川審議会計画部会から「流域
での対応を含む効果的な治水の在り方」が国土交
通大臣に中間答申として提出された．この答申の
考え方は，河川の状況や流域の特性に配慮し，土
地利用との関係をさらに検討し，今後全ての河川
で流域対策を検討する必要があることが述べられ
ている．佐賀の伝統的治水技術は，正に平成12年
河川審議会中間答申の「流域治水」を約400年前
の江戸時代初期に既に佐賀で行っていたことを示
すものである．また，その治水遺構の多くが今も
佐賀平野の各地に現存し，いくつかは機能もして
いる．成富兵庫の治水システムは，流域全体に及
ぶ壮大なもので，しかも緻密である．それらが平
野のあちこちにまるで宝石のごとく散りばめられ
ているが，美しい自然に囲まれているため普通に
は全く気がつかないほど自然に溶け込んでいる．
「流域治水」の詳細は別の文献７）～ 20）を参照して
いただきたいが，今後，我が国で進められていく
であろう流域治水の先進事例として，佐賀の事例
は大変参考になると同時に，今後もさらに現地の
調査を継続していく必要性を感じている．興味の
ある方は，是非，一緒にこの研究に参加していた
図－4　嘉瀬川平面図（昭和41年）
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だければ幸いである．
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